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1.緒言

樹木状多分岐高分子であるデンドリマ-は､

その特異な構造と機能の相関から多くの研究者
の注目を集めているo　特に環境に応答して構造

が変化する環境応答型デンドリマ-はデンドリ
マ-の様々な機能を応用するうえで有用であるo

我々はこれまでに､デンドリマ-のコアに結合

の生成開裂が容易な官能基を導入することによ

り､光や酸化還元によって構造制御(oNごOFF)

可能なデンドリマ-を合成し､その機能と構造

の制御について検討を重ねてきた｡我々の開発

した環境応答型デンドリマ-は､分子間反応を

利用し､デンドロンごデンドリマ一間の大きな

構造の変化を利用した機能の制御が可能である
ところに特徴がある｡

2.結果と考察

(1)アントラセンを環境応答部位として用いた

光応答性デンドリマ- 1･2

末端官能基として水酸基を持つポリアミドア
ミン(PAMAM)デンドロンの中心にアントラセン

を導入したアントラセニルデンドロン(1)は光

二量化と熱または光による逆反応によって良い

収率で可逆的な構造制御が可能であった(scheme

1)0 2)更に､水溶液中でのフェノールブルーの包

接能について検討したところ､デンドロン(1)

においてはフェノールブルーを包接しないが､

デンドリマ- (2)においては包接することを明

かとし､構造のONごOFFに伴って､包接能が

oNごOFFすることを確認した｡

また､最近C6｡への官能基の導入に興味が持

たれているが､特にC6｡とデンドリマ-の複合

体の構築はそれら両方の機能を併せ持つ高次な
機能の発現が期待されることから大変興味が持
たれている｡しかし､可逆的な結合の生成開裂

を利用したデンドリマ-とフラーレン複合体の

単離例は全くない｡そこで､我々の合成したア
ントラセニルデンドロン(3)とフラーレンとの
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反応をところ可逆的な付加体(4)生成に成功し

た(scheme 2)｡更に得られた付加体は酸性水溶液

中に可溶であり､電子スペクトル､ CV　ととも

に物性に大きな変化が現れることが確認された｡
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(2)ジスルフイドを環境応答部位として用いた

酸化還元応答性デンドリマー3~5

pAMAMデンドリマージスルフイド(5)は､

ジチオスレイトールによる還元反応及び空気酸

化といった温和な条件下での構造制御(oNご

OFF)が可能であることを明かとした(Scheme 3)0

更に､構造の変化にともなってロゾール酸の抽

出能がどの様に変化するか検討し､会合定数に
おいて､ (5) (Kass= 3.05 × 104dm3･mol~])の方が(6)

(Kass ≡ 2.85 x 103 dm3･morl)に比べて約10倍高い

ことが分かった｡
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